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流体中のBrown粒子の運動に対して次のような線形 Langevin方程式














p(濃 vi･ uj Vi,j )ニーP,i･ pAvi･ ozj,j,divv-0, (2)
と境界条件:V-BXr(r-aで),<V>一一U(r-∞で),を満たすと仮定するOここでoij
は流体の熱揺動に起因するランダムなストレステンソルで
<oij>-0,<Olj(r,i)okn(r日 ′)>-2kTpC ljkn∂3(r-Y,)8(i-t,), (3)
を満たし,Cijkn-(∂ikajn+aZmajk一号∂ij∂kn),Tは一様な温度,< >はアンサンブル平均
を表わす｡今, V,pをy-Y+V,P-P一十才と分解 し(Y-,ラ)を












































なお上記の議論を球以外の粒子に一般化することは, γの定常性 を仮定できる限 り難 しくな
い｡
MaxwelトLangevin方程式 と久保公式
お茶の水大･理 橋瓜夏樹 ･柴田文明
H･A･ローレンツ以来,電磁場の微視的方程式からマクロな方程式を導出しようという試み
は多い｡たとえば,L.ローゼンフェル トの本などが典型的なまとめとなっている｡ 以上は平均
量としての電磁場のふるまいに関してであるが,揺動力を伴った電磁場の話はランダウ･リフ
シッツが現象論的に行った｡そこでは揺動散逸定理が仮定されている｡すると第一の問題は,
揺動を含む電磁場の基礎方程式 (標題のM-L方程式 )をどのようにしてミクロに導き出し得
るのかということになる｡その際摂動散逸定理はどうなっているのであろう｡
ところで久保による線形応答理論は電磁場 と物理量の平均値との間に橋渡しをして,所謂構
成方程式を与えている｡ここでは電磁場は与えられた C一数 として級かわれている｡かって
Y.Toyozawaが量子化された場における久保公式の妥当性を問われた事があった｡これが第二
の問題｡
以上の二つの問題を,電磁場とそれと相互作用している物質系の双方を量子系としてとり扱
かい解決しようというのが目的である｡方法論は我々が以前に展開した量子論的なブラウン運
動の基礎方程式を用いる｡Minimalな相互作用を入れたノ､ミルトニアンから出発して写影演算子
の方法によって物質系の自由度を消去して行 く｡
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